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第４０１号 

當麻小学校 5年生と地域が創る「対話の机」プロジェクト 
當麻小学校の 5年生は、地域の家具職人の方と地域の方々のご協力を得て、地域交流室で使

用する対話用の机づくりに挑戦しました。この机は、當麻小学校のために考えていただいたオリジナ

ルデザインです。「ものづくり」を通して木材の性質やものを作ることの大切さを学び、地域の方々と

の絆を深める貴重な学習となりました。「対話の机」は、地域交流室で多くの方々の交流を支える場

となります。地域の方々と共に汗を流したこの経験は、子どもたちの心に深く刻まれました。また、対話

roomにも対話の机は配置され、子どもたちの協働学習に活用されます。 

 

「火の鳥羽衣編」鑑賞しまし

た（１０月３０日） 
 10月３０日（木）に、芸術鑑賞会で劇団民

話芸術座の「火の鳥羽衣編」（手塚治虫原作）

を鑑賞しました。限りある命の中で生きることの

喜びと尊厳を描いた物語でした。迫力ある映像

と舞台が融合して、とても感動的でした。 

 

150周年記念事業 子どもたち

が考える保護者・地域の方々

との交流会 11月 22日（土） 
11月 22日（土）は、午前に授業参観「わくわ

く発表会」、昼食は防災食をいただき防災の話を

ききます。午後からは、子どもたちが考える保護

者・地域の方々との交流会を開きます。6年生や

計画員会を中心に、子どもたちが準備を進めてく

れています。思い出に残る交流会ができるよう、

保護者の皆様や地域の方々のご協力ご支援をよ

ろしくお願いいたします。 

 

活
躍
し
輝
く
子
ど
も
た
ち 

校
長 

 

岡
島 

眞
寿
美  

 

十
月
十
八
日
に
、
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
ご
参
観
を
得

て
、
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

が
、
練
習
し
て
き
た
成
果
を
、
存
分
に
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
運
動

会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
百
五
十
年
の
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
！
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
！
全
力
チ
ャ
レ
ン
ジ 

た
い
ま
っ
子
！
」
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
姿
は
、
本
当
に
一
人
一
人
が
輝
く
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ

た
素
晴
ら
し
い
運
動
会
で
し
た
。
朝
早
く
か
ら
の
温
か
い
ご
声
援
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
会
運
営
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
役
員
の
皆
様
、
準
備
や
後
片
付
け
等
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護

者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

秋
の
読
書
週
間
で
は
、
図
書
だ
よ
り
で
も
お
伝
え
し
て
い
る
よ
う
に
、
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
年
も
「
う
ち
ど
く
」
に
取
り
組
み

ま
す
。
ご
家
庭
で
も
、
ぜ
ひ
、
一
緒
に
読
書
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
「
う
ち

ど
く
」
の
カ
ー
ド
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
す
す
め
の
本
を
ぜ
ひ
、
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。
「
読
書
の
二
上
山
」
で
、
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
読
書
に

取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
十
一
月
二
十
二
日
は
、
午
前
「
わ
く
わ
く
発
表
会
」
、
午
後
「
ワ
ク
ワ

ク
百
五
十
周
年
み
ん
な
で
つ
く
る
た
い
ま
っ
子
交
流
祭
」
で
す
。
午
後
か
ら
の

部
は
、体
育
館
と
校
舎
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
体
育
館
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
作

っ
た
ム
ー
ビ
ー
、
相
撲
甚
句
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
企
画
、
百
五
十
周
年
記
念
バ
ン

ド
、
校
歌
、
當
麻
音
頭
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
チ
ラ
シ
、プ
ロ
グ
ラ
ム
、案

内
板
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ス
タ
ン
プ
等
、
す
べ
て
手
作
り
で
準
備
し
て
い
ま

す
。
校
舎
内
で
は
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
教
室
内
で
催
し
物
が
行

わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
創
意
と
工
夫
が
つ
ま
っ
た
素
敵
な
交
流
会
が
で
き

る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
、
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
は
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
未
来
に
続
く
當
麻
小

学
校
を
目
指
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
思
い
出
に
残
る
交
流
会
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


